


非線形弾性挙動

「ゴムメタル」とは2001年にトヨタグループのシンクタンクである、豊田中央研究所先進金属研究室が開発した体心立方構造を持つβ型多機能チタ
ン合金です。（＊ゴムメタル®は豊通マテリアルの登録商標です）



１．GUMMETALワイヤーは太さのわりにしなやかさがあるので非常にマイルドな矯正力を得る
ことができます。

２．早い治療ステージから角ワイヤーが使用可能であり、ブラケットに付与されたトルクを反
映できます。

３．容易に屈曲することができ、さらに応力による屈曲後の後戻りがきわめて少ないので個々
の患者さんに合わせたパーソナルな調節が可能となります。

４．屈曲時の感覚が従来のCoCr合金に近く、曲げ難さがありません。
５．応力歪特性が曲線で推移する超弾性的性質があるにもかかわらずヒステリシスがないので、

術者が望む矯正力を正確に付与できます。





❶製作するオーバーレイアーチの長さ
により小臼歯間など短いものでは、
Φ0.7～0.8㎜、大臼歯間など長い場
合にはΦ0.9㎜を使用する。

❷バードビークプライヤーで
180度曲げる。

❸曲線部分の途中でカット。 ❹360度まで曲げ込む。

❺リングの付け根で反対側に曲げる。 ❻リング部をワイヤーに対
して90度曲げる。

❼リングが内側になるように
手指で全体をアーチ状に屈曲
し、２～３㎝長めに切断する。

12所望の位置に装着し、ブラケットに共締めして固
定する。共締め箇所はどこでもよい。脱離しないよう
最後にリングをかしめておくことを忘れないこと。

10リング状に曲げ込むと左右対称
になる。僅かに隙間が開くように
切断する。
切断面は非常に鋭利なのでカーボ
ランダム等で処理しておくこと。

❾左右対称にするため、内側斜め４５°
に向けて屈曲する。

❽リングを所望の位置のブラケット間中央に引っか
けて反対側のリング位置を印記する。

11ほぼ直線になるまでアクチベートする。
















